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ご挨拶
　株主の皆様には平素より格別のご支援を賜り、厚く御
礼申し上げます。ここに当社グループの第32期（2017年
4月1日から2018年3月31日まで）の報告書をお届けす
るにあたり、ご挨拶申し上げます。
　第32期は、2016年3月期に始動した中期事業計画の最
終年度となる節目として、創立30周年時に発表したPIの
長期展望を示したプロジェクトであるNEXT10の実現に
向けた基盤づくりに注力した年になりました。
　当社グループの2018年3月期の業績については、
2015年に公表した中期事業計画における2018年3月期
の売上高目標35,000百万円には至らなかったものの、新
規クライアントの獲得、エネルギー自由化に関連するサー
ビスの開発・提供等に取組み、継続成長により33,119

百万円（前期比12.4％増）となりました。営業利益につ
きましては、2015年4月に開設した富山BPOタウンの稼
働が想定を下回ったものの、事業領域の拡大による収益
機会の獲得を受け4,230百万円（前期比12.3％増）とな
りました。経常利益につきましては、主に為替差益168

百万円、持分法による投資利益164百万円の計上により
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4年連続での増収増益を達成
今後も継続的な
安定成長を目指す
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4,638百万円（前期比12.5％増）となりました。結果、親
会社株主に帰属する当期純利益は、2,936百万円（前期
比5.3％増）となっております。

中期事業計画 （2015年4月－2018年3月）の
総括と新たな一歩について

　当社グループは2015年6月に、2018年3月までの3年間
の指針となる中期事業計画を発表しており、これは「継続
的・安定的な成長」、「PIでしか実現できないサービスの創
造」、「地方都市での雇用の創造・継続」、「女性の雇用機会
の創出」、以上4つの戦略を効果的に融合、バランスを持った
経営を行うことで成長性・収益性・効率性を向上、維持し、
強固な組織の構築を目指すものでした。ここでは、主にこれ
までの3年間における実績を振り返ってまいります。
　「継続的・安定的な成長」という観点からは、本会計年
度において4年連続での増収増益を達成できたことが1つ
の成果としてあげられます。当社はクライアント企業との
良好な関係を長期継続しており、ビジネスの基盤を安定
させることができています。たとえば、プロパティアシスト
事業における野村不動産ホールディングス株式会社との

ジョイントベンチャー立ち上げなど、クライアント企業との
協業を年々深めています。
　また、「PIでしか実現できないサービスの創造」につい
ては、ロードアシスト事業における車両に内蔵された緊急
通報対応サービス、プロパティアシスト事業における現場
対応専門グループにおける女性隊員のみで構成された点
検チームの設立、インシュアランス事業のヘルスケア・プロ
グラムの中小企業向けパッケージ（レディメイドプラン）の
製品化やチャットアプリにおける病院予約受付の開始など、
新たな取組みをしてまいりました。
　さらに、「地方都市での雇用の創造・継続」について
は、富山BPOタウンの開設及び秋田BPO横手キャンパス
の仮センターの稼動があり、この中期事業計画の3年間で
600名以上の雇用を行いました。横手市の仮センターが稼
動開始したことで、秋田県全体を面として捉えた雇用創造
の基盤ができたことは大きな前進です。
　最後に「女性の雇用機会の創出」に関しては、当社初とな
る女性の執行役員登用や、アランマーレ女子スポーツチー
ムの活躍がありました。アランマーレチームの活動は地域の
方々に当社を知ってもらうきっかけにもなっています。
　一方で、当計画を実行していく中で見えてきた課題も

あります。様々なクライアント企業から当社の事業に対す
る高い需要を頂いているものの、人財不足によりお受け
することができないことがありました。また、ロードアシ
スト、プロパティアシスト事業における全国規模の需要の
増加に応えるため、現場対応専門グループの更なる拡大
及び機能強化も必要となります。今後も持続的な成長を
していくためにはこうした課題へのチャレンジや、時代の
変化に合わせたサービスの創造を行うことが不可欠で
あります。以上を踏まえ、新たな中期事業計画「HOP3」
ではリテンション（囲い込み）をテーマといたしました。ま
た、これまでの中核を担ってきた4つの戦略に関しては、
今後3年間においても当社の揺るぎない価値観として継
承し、さらに深めてまいります。
　なお、この度、2017年12月の当社連結子会社イントラ
ストの東証一部への指定替えを受け、当社は株主の皆様
をはじめ、関係者の皆様からの温かいご支援の賜物と心
より感謝の意を改めて表するために、期末配当において、
1株当たり計2円となる記念配当を実施いたしました。
　今後も株主の皆様の期待にお応えできるよう、当社グ
ループの役員・従業員一丸となり邁進してまいります。変
わらぬご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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※2016年10月1日付で1株につき2株の株式分割を行っております。1株当たり当期純利益及び1株当たり配当金は株式分割後の基準で換算しております。

親会社株主に帰属する当期純利益
百万円

1株当たり当期純利益※
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1株当たり配当金※

円
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HOP3 for Next 10

新 中 期 事 業 計 画

HOP3 for Next 10
2016年3月期－2018年3月期の中期事業計画が完了し、次期3ヵ年（2019年3月期－2021年3月期）における新たな中期事業計画を策定いたしました。

前中期事業計画における経営戦略の4本柱を継承しつつ、新たな柱として「地域拠点での文化創造」を加えたうえで、

3つの分野「ビジネス」「人財」「地域創生」における新たなコンセプト「リテンション」を追求していきます。
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8,700
百万円
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キーワードは「リテンション」HOP3 for Next10 堅実な投資計画

　今回の中期事業計画のテーマはHOP3となります。
　このテーマは、NEXT10において示した当社が目指す
べき姿に向けて舵取りをする最初の3年間ということを
踏まえ、HOP STEP JUMPの最初のHOPとしての位置
づけになぞらえたものになります。NEXT10とは、2016

年10月、当社が創立30周年を迎えた際に発表した次の
10年でプレステージ・インターナショナルが目指すべき姿
を構想した長期展望であります。
　AIやIoTに代表される近年のテクノロジーの発展には
めざましいものがあり、市場環境の変化が急速に進んで
いくものと考えられます。これを踏まえ、真に人でしかで
きないサービスがなんなのか、PIでしかできないサービ
スがなんなのか確り考え、実行していくプロジェクトとな
ります。
　売上高については、各主要事業における安定的・継続
的な規模拡大により年10%の成長を目指します。営業利
益率に関しては、新たな設備投資を行いつつも拠点の稼
働率向上や、現場対応力強化により3年後には14％を目
標といたします。ROE及びROAに関しては、効率化を推
進し、向上に努めます。

　当社にとって重要な3つの分野「ビジネス」「人財」「地
方創生」におけるリテンション（囲い込み）サイクルを創
造し、成長持続性を高めます。

　前中期事業計画期間中より段階的にキャッシュマネジ
メントの強化を行った結果、必要キャッシュポジションを
売上高の3ヶ月相当と設定しました。また、3年後の総配
当還元性向を30%と定め、株主還元の強化に注力いたし
ます。必要キャッシュポジションと設備投資資金を計画的
に確保しつつも、配当及び自社株買いなどの継続的、安定
的な株主還元政策を実施いたします。

 財務戦略

　中期事業計画の実現を目的として、8,700百万円程
度の投資を見込んでおります。

 投資計画

 各分野における重要事項

ビジネス

クライアントとの長期的な関係

「PIでしかできないサービス」の追求

単一サービスから複数サービスの提供

人　財

従業員定着率の向上

多様なワークスタイル推進

タレントマネジメントの推進

地方創生

アランマーレスポーツ活動

地域イベントへの参加

地域振興産業支援

 今後3年間の投資予定額 （単位：百万円）

施設

その他 200

ITシステム

現場対応
ネットワーク構築
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サービス領域の拡大イメージ

インシュアランスBPO事業プロパティアシスト事業ロードアシスト事業

戦略的取組み 3つのリテンションメーカー
ビジネス・リテンション

　主軸事業を駐在員向け医療サポート（ヘルスケア・プロ
グラム）とすることで、モデルチェンジを行います。今後、
海外支社についてはアシスタンス拠点としての役割を明
確に付与することで、海外における「現場対応」の機能強
化を図ります。

　成長期待トップ事業として重点投資を行います。この事業に
おいては、点検、修繕（リフォーム）、共用部対応などといった
幅広い分野における事業拡大が期待されます。これまでの専
有部対応で培ったノウハウを活かした共用部対応サービスの
構築・発展、小規模修繕事業の対応案件数増加や、大規模修
繕への対応拡大などを行ってまいります。

　クライアントターゲットを自動車メーカー関連とし、メーカー
向けサービスの開発・運用に重点投資を行います。また、当社
のロードサービスブランド「PREMIER Assist」の価値向上に
力を入れることで、PIならではのサービスとしての価値及び
エンド・ユーザーのロイヤリティを高め、クライアント企業への
フックとします。

事業モデルチェンジサービス領域の拡大PREMIER Assistを
最強のロードサービスブランドへ

専用車両・ユニフォームによりPREMIER Assistブランドの認知を図る

収益性

成長性

専有部
駆けつけサービス 修繕事業

共有部
対応点検事業

今後の現場機能強化注力地域

2019年7月
メキシコ拠点開設

中　東

南アジア 今年度中ベトナム・
カンボジア進出予定！

05 06FINANCIAL REPORT 2018

TOPICS トピックス



今後3年間における主な設備投資予定

「質の高いサービスを支える魅力ある職場作り」

人財・リテンション

　今後も継続的な成長を目指す当社に
おけるその源泉は「人財」と定義してお
ります。優秀な人財の採用が引き続き
重要な課題となります。加えて、既存の
従業員のリテンションを高めることも必
要です。特に、従業員の7割以上を占め
る女性が働きやすい環境創造を重視し
ています。
　採用及び従業員のリテンションを行う
にあたっては、個々人のライフプランに
合わせて多様なキャリアコースを用意す
ることで、ライフステージの変化にも柔
軟に対応する働き方を可能とし、当社へ

の訴求力を高めます。また、女性スポーツ
チームの活動を通して、地域における地
元企業としての認知度向上にも努めてま
いります。
　また、能力のある人を正しく評価し、
キャリアアップやインセンティブが獲得で
きる制度を整備していきます。特に、出
産・育児を抱える女性がキャリアアップの
際に不利にならない体制作りを行い、女
性管理職の比率を高めてまいります。さ
らに、勤務時短制度などを導入すること
で正社員として働くことができる層を増
やし、雇用の安定性の確保を行います。

地方創生・リテンション

「地方都市での雇用の創造・継続」

　富山BPOタウン設立を区切りとして
一巡していた設備投資でありますが、今
後3年間においては、新たな拠点設立を
積極的に行い地方都市での雇用の創造
をすすめます。
　現在仮センターが稼動している秋田
BPO横手キャンパスが2019年4月のグ
ランドオープンを予定しているほか、現
在にかほ市内に展開している平沢と象潟
ブランチを施設1箇所に統合し、業務の
円滑化を促進いたします。
　山形につきましては、鶴岡市内にブ
ランチ施設を新たに設置することに
よって、秋田同様、庄内地方全域を面
として捉えた雇用創造を行ってまいり

ます。また、山形BPOガーデンの隣接
地を利用して最大500席ほどの拡張を
行い、秋田・富山拠点と同じく1000席
規模のBPO拠点を作り上げます。
　首都圏とのアクセスの良さが大きなメ
リットである富山においては、現場対応グ
ループスタッフへの研修を一括化し、サービ
スの効率及び質の向上を実現すべく、現場
対応グループ専用の研修施設を設立いた
します。技術スタッフによる遠隔支援を行
う管制拠点としての役割も期待されます。
　さらに、東北・北陸地方における新た
な県にも進出を検討しており、雇用創造
を通した地域創生の範囲を拡大してい
きます。国内BPO拠点従業員人数

BPO施設

富山総合研修センター（富山県） 設立予定現場対応グループ研修施設

ブランチ施設

秋田BPO
横手キャンパス
（秋田県）

鶴岡ブランチ
（山形県）

青森ブランチ
（青森県）

山形BPO
ガーデン拡張
（山形県）

人員数キャパシティ

秋田BPO
にかほキャンパス構想

（秋田県）

500席 150席 100席500席200席
※平沢と象潟の2つの
ブランチ施設を統一

4,500

3,3002018/3
（実績）
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（予想）
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ロードアシスト事業

●新規クライアントの獲得と既存事業が堅調に推移し、増収
●現場対応グループ会社の拡充をはじめとする先行投資の効果が
あらわれ、増益

決算のポイント

●損保向けサービスの安定成長と自動車メーカー向けサービスの
拡充を図る

今後の見通し

前期比16.3%増 

132億3百万円売上高

前期比17.3%増 

14億73百万円営業利益

39.9
%

売上高
構成比

プロパティアシスト事業

●不動産向けサービス（ホームアシスト）の堅調な成長により増収
●現場対応グループ会社の拡充をはじめとする先行投資の効果が
あらわれ、増益

決算のポイント

●事業領域の拡大を着実に図る

今後の見通し

前期比15.9%増 

43億86百万円売上高

前期比64.7%増 

3億58百万円営業利益

13.2
%

売上高
構成比

インシュアランスBPO事業

●海外駐在員向けサービス（ヘルスケア・プログラム）の新規クライアント
獲得により、増収

●海外日本語サービス案件の減少及び将来に向けた体制強化コストなど
があり、減益

決算のポイント

●駐在員向けヘルスケア・プログラムが成長ドライバー

今後の見通し

前期比2.4%増 

36億75百万円売上高

前期比12.5%減 

5億11百万円営業利益

11.1
%

売上高
構成比

3,782
3,253

4,386

2016 2017 20182016 2017 2018

11,349
10,318

13,203

3,5903,330 3,675

2016 2017 2018

（百万円） （百万円） （百万円）
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5,1554,963
6,056

2016 2017 2018

カスタマーサポート事業

●大型既存受諾業務の堅調により、増収
●今期獲得クライアントのオペレーションが安定化し、増益

決算のポイント

●BPO拠点活用によるサービス価値向上に注力。海外カードは安定
成長見込む

今後の見通し

前期比17.5%増 

60億56百万円売上高

前期比18.0%増 

9億14百万円営業利益

18.3
%

売上高
構成比

ワランティ事業

●既存の家賃保証プログラムや、自動車延長保証が堅調に推移し、増収
●主に家賃保証プログラムでのスケールメリットを活かしたコスト抑制が
あり、増益

決算のポイント

●家賃保証の続伸と新規サービスの開発を進展

今後の見通し

前期比8.5%増 

43億9百万円売上高

前期比15.7%増 

9億61百万円営業利益

13.0
%

売上高
構成比

写真：アフロ

ITソリューション事業

●前期の新規開発案件の反動により、減収減益

決算のポイント

前期比16.1%減 

7億42百万円売上高

前期比51.2%減 

82百万円営業利益

●介護事業が堅調に推移し増収となったが、人材派遣業務が業務委託
契約に切り替わった影響が継続し、営業利益に関してはマイナスを計上

決算のポイント

派遣・その他事業

前期比0.4%増 

7億45百万円売上高

前期比6.0%減 

74百万円営業損失

3,970
3,414

4,309

2016 2017 2018

（百万円） （百万円）
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バスケットボールクリニック

　企業スポーツ活動を通した地域社会への貢献を目指しています。
秋田・山形・富山において一層の地域貢献を目指すべく、秋田は女子バスケットボール、山形は女子バレーボール、

富山は女子ハンドボールの実業団チームをそれぞれ設立しました。

　2017年12月、由利本荘市と秋田市の小学生を対象とし
たバスケットボールクリニックを実施いたしました。約170名
の方にご参加いただき、指導に対し一生懸命にチャレンジす
る姿、また楽しそうに取り組む子どもたちの姿に、選手・ス
タッフも笑顔溢れる1日となりました。アランマーレでは、こ
のようなスポーツ振興のための取組みなど地域に根ざした
活動を積極的に行っており、今後も地域のみなさまに愛され
るチームとなるべく活動を続けてまいります。

秋田女子バスケットボールチーム
バスケットボールクリニック活動実施

News

PRESTIGE INTERNATIONAL
presents

バスケットボールチーム

地域と共に成長する女子スポーツチーム

秋田女子バスケットボール
2015年度より、実業団大会を中心に出場し
ています。将来的にはバスケットボール女子日
本リーグ機構へ加盟し、Wリーグ参戦を目指
します。

2015年度より日本バレーボールリーグ機構
に加盟しています。今シーズンよりリーグ改
革により、V・LEAGUE V2リーグへの参戦と
なり、V1リーグへの昇格を目指します。

山形女子バレーボール 富山女子ハンドボール
2016年度より活動を開始し、2017年度よ
り日本ハンドボールリーグに加盟していま
す。リーグ上位チームで行われるプレーオフ
進出を目指します。

開催日時

2018/7/21（土）

開場　12:00
開演　14:00
終了　18:00（予定）

会　場

富山市総合体育館

　プレステージ・インターナショナル presents TGC TOYAMA 2018 by 

TOKYO GIRLS COLLECTION（TGC富山2018）当日に人気モデルと
子どもが一緒にランウェイを歩くオーディションイベント「キトキトキッズ
オーディション」を6/10に当社富山BPOタウンにて開催いたしました。
　このタイトルは当社従業員のアイディアを採用したもので、キトキト
とは富山の方言で“新鮮な”
という意味を持ちます。夢
と希望に満ち溢れた富山の
将来を担う子どもたちが夢
の舞台に立ってみたいとい
う願いを応援したいという
想いが込められています。

先行開催：キトキトキッズオーディション
当社主催！
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アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。当社グループでは、株主のみなさまのお声を伺
い、株主さまとコミュニケーションの充実を図っていきたいと考えております。
7回目となる株主さまアンケートも、株主のみなさまよりご回答ならびに温かいご支援のお言葉をいた
だきましたこと、心より御礼申し上げます。いただきましたご意見は、積極的に経営に活かしてまいりま
す。集計結果、株主のみなさまのお声の一部をここにご紹介いたします。

株主のみなさまからいただいたお声（一部抜粋）

当社の事業方針をご理解いただきあ
りがとうございます。IT化により、「人
でしかできないサービス」はより洗練
されていくと当社は考えています。事
業横断的に開発・運営を継続して行っ
ている効率化を進めるとともに、オペ
レーションのストレスを軽減する取組
みを進めてまいります。

平素よりご支援賜りましてありがと
うございます。2019年3月期からス
タートする中期事業計画においては、
最終年度（2021年3月期）の総配当
還元性向30％を目標といたしました。
また、今期は前期に引き続き配当性向
上昇となったことも踏まえ、中期事業
計画の3ヵ年のみの目標に留まること
なく、株主のみなさまへの継続的な利
益還元を図ってまいります。

貴重なご意見をありがとうございます。
当社といたしましても、地域の投資家
のみなさまにも理解を深めていただ
き、ご支援いただくことが重要だと考
えております。現在、首都圏での開催
を中心に行っておりますが、当社拠点
を有する北陸地方、東北地方のみな
らず、日本各地の地方都市での個人
投資家向け説明会の開催も強化して
まいります。

地域に愛され、
誇りを持ってもらえる企業として

　当社はプラチナスポンサーとして、2018年7月に開催するTGC富
山2018に協賛いたします。「すべての女性に、輝く舞台を」という
TGCの理念と、「地域社会における女性の活躍を推進する」という
当社の想いが合致し、更なる地域活性化の可能性を感じたことから
プラチナスポンサーとして協賛するに至りました。
　当社ではたくさんの女性従業員が活躍しており、BPOだけでなく、
地域社会にも女性が輝く場所を増やし、また、今よりもさらに地域に
根ざした企業として成長していきたいと考えています。地域のマラ
ソン大会への参加や、アランマーレハンドボールチームの活動によっ
て当社が富山県に進出した当時と比べ、少しずつではありますが地
元の方からの認知度もあがっております。このように富山へ進出し
てから3年にわたる歩みのなかで、地域のみなさまと共に様々なプ
ロジェクトに挑戦してまいりました。今後も地域の方と歩みを共にす
る地元企業として、地域の振興に資する活動や催しへの積極的な参
加・支援を行ってまいります。 IT化は進むが、困りごとサービスはなくな

らない事業だと思います。今後もAI支援を
取り入れつつ、人ができる仕事を強みに発
展を祈念します。

株主還元の強化を期待します。 地方都市での投資説明会を
開催してほしい。

男性、30代、会社員 男性、40代、会社員 男性、50代、その他

あなたが当社の株式を購入された
理由は何ですか（いくつでも） 。

■将来性　　　　 30%

■収益性　　　　 13%

■安定性　　　　　6%

■独自性　　　　　5%

■知名度　　　　　0%

■経営者の考え方　3%

■経営方針　　　　4%

■事業内容   15%

■財務内容･業績     9%

■社会･環境問題への取組み度   1%

■配当利回り     4%

■株主優待     5%

■証券会社の勧め     1%
■その他     3%

あなたは当社の株式に対して
どのような方針をお持ちですか。

■買い増し  9%

■長期保有  84%

■売却  0%

■未定  7%

アンケート結果

あなたは当社を
どこでお知りになりましたか？

■インターネット  35%

■当社社員・取引先  0%

■イベント  2%

■知人の紹介  2%

■今回初めて知った  0%

■その他  2%

■TV   0%

■新聞   4%

■会社四季報･日経会社情報    32%

■経済誌･投資情報              19%

■アナリストレポート   2%

■証券会社の紹介   4%

TOKYO GIRLS COLLECTIONとは？

「日本のガールズカルチャーを世界へ」をテーマに2005年8月から年2回

開催している史上最大級のファッションフェスタ。総勢100名の人気モデル

が出演する、日本のリアルクローズを披露するファッションショーや、音楽ラ

イブ、スペシャルステージなど、TGCならではの多彩なコンテンツを展開し

ています。2015年に「地方創生プロジェクト」を発足し、北九州・広島など

地方都市でのTGC開催を実施しております。
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証券会社に
口座をお持ちの

場合
特別口座の場合

郵便物
送付先

お取引の
証券会社に
なります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4

電話
お問合せ先 0120-288-324 （フリーダイヤル）

お取扱店
みずほ信託銀行株式会社本店及び
全国各支店
みずほ証券株式会社本店及び全国
各支店

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
上記基準日 3月31日
 その他臨時に必要がある場合には、
 あらかじめ公告いたします。

配当金受領 期末配当　3月31日
株主確定日 中間配当　9月30日
株主名簿管理人 みずほ信託銀行株式会社
 諸手続きに関しましては、みずほ信託銀行
 株式会社のホームページをご参照の上、
 行っていただきますようお願いいたします。

同連絡先 みずほ信託銀行株式会社
 証券代行部
 〒168-8507
 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
 0120-288-324（フリーダイヤル）
 ご利用時間　9:00～17:00
 土・日・休日を除く

公告掲載方法 電子公告

株主メモ

発行可能株式総数  213,504,000株
発行済株式総数  63,852,400株
株主数  2,667名

株式の状況（2018年3月31日現在）

株主名 持株数（株） 持株比率（%）
株式会社タマガミインターナショナル 16,764,400 26.26

ゴールドマン・サックス・アンド・
カンパニー レギュラー アカウント
（常任代理人 ゴールドマン・サックス証
券株式会社）

8,873,400 13.90

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口） 5,253,000 8.23

日本トラスティ・サービス信託銀行株式
会社（信託口） 3,419,000 5.35

玉上進一 1,891,200 2.96

NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE 10PCT TREATY 
ACCOUNT
（常任代理人 香港上海銀行東京支店
カストディ業務部）

1,219,700 1.91

ステート ストリート バンク アンド
トラスト カンパニー 505224
（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済
営業部）

1,125,300 1.76

ビービーエイチ フイデリテイ ピユーリタ
ン フイデリテイ シリーズ イントリンシツク 
オポチユニテイズ フアンド
（常任代理人 株式会社三菱東京UFJ銀
行）

1,107,700 1.73

NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE HCR00
（常任代理人 香港上海銀行東京支店
カストディ業務部）

1,100,700 1.72

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES 
LUXEMBOURG/JASDEC/FIM/LUXEMBOURG 
FUNDS/UCITS ASSETS
（常任代理人 香港上海銀行東京支店
カストディ業務部）

1,000,000 1.57

大株主の状況

ネットワーク（2018年3月31日現在）

Premier Aid Inc.
Premier Insurance Partners Inc.
Premier Assist Holdings Inc.

Prestige Humansolution Inc.
Time Commerce Co., Ltd.
Premier Road Assist Inc.
Premier Life Inc.
Premier Home Assist Inc.
Entrust Inc.
Premier IT & Process Management Inc.
Premier Park Assist Inc.
Premier X-Value Inc.
Premier Lotas Network Inc.
Premier Care Inc.
Premier Mobile Solution Inc.
AppGT Inc.

国内

Prestige International USA, Inc.
Prestige International U.K. Ltd.
PRESTIGE INTERNACIONAL
DO BRASIL LTDA.

米州・欧州

Prestige International （S） Pte Ltd.
普莱斯梯基（上海）咨洵服務有限公司
PRESTIGE INTERNATIONAL 
（THAILAND） CO., LTD.
Prestige International （HK） Co., Limited
PRESTIGE INTERNATIONAL 
AUSTRALIA PTY LTD.
P.I.PHILIPPINES,INC.
臺灣普莱斯梯基有限公司
JAPANESE HELP DESK INC.
P.I. PRESTIGE INTERNATIONAL INDIA 
PRIVATE LIMITED
JHD MED-AID INC.

アジア・オセアニア

グループ会社
Prime Assistance Inc.
（SOMPOホールディングス
とのジョイントベンチャー）
First Living Assistance Co. ,Ltd.
（野村不動産ホールディングス
とのジョイントベンチャー）

関連会社

法人　 支店・駐在所

ロサンゼルス●
（アーバイン）

サンパウロ●●シドニー

●ロンドン

デリー●
（グルガオン）

バンコク● ●マニラ
香港● ●台北
上海●

●ジャカルタシンガポール●
クアラルンプール●

東京
●
●山形
秋田
●

富山●

会社名 株式会社プレステージ・インターナショナル
 Prestige International Inc.
設　立 1986年10月
資本金 14億6,178万円
本社所在地 〒102-0083 東京都千代田区麹町二丁目4番地1
事業内容 ビジネス・プロセス・アウトソーシング
従業員数 3,380名（連結）
拠　点 世界14ヶ国 17拠点
U R L  http://www.prestigein.com/

会社概要（2018年3月31日現在）

代表取締役社長執行役員 玉上　進一
取締役常務執行役員 関根　浩
取締役  鈴木　真由美
取締役（社外）  大向　尚子
取締役（社外）  林　史朗
監査役（常勤）  石野　豊
監査役（常勤）  一條　和幸
監査役（社外）　　　　 三上　純昭
監査役（社外）　　　　 神門　いづみ

会社役員（2018年6月26日現在） ご注意
1．株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種
お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を
開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管
理人（みずほ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注
意ください。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきま
しては、みずほ信託銀行が口座管理機関となっておりますの
で、みずほ信託銀行にお問合せください。

3．未受領の配当金につきましては、みずほ信託銀行でお支払い
いたします。

所有者別株式分布状況

金融機関：
129,097単元 （20.22%）

金融商品取引業者：
5,221単元 （0.82%）

その他の法人：
171,791単元（26.91%）

外国法人等：
266,724単元（41.77%）

個人・その他：
65,669単元（10.28%）

638,502
単元

CORPORATE INFORMATION 会社情報


